
第 12回「やまだ塾」 

 

 昨日 15日午後、今年はじめての「やまだ塾」を開催した。早めに行って、八尾の若

者たちによるヴィーガン料理、美味しいパスタなどを味わった。そのあと、きれいな庭

を散策して、写真に撮った。大阪市の会議室ではなく、八尾で開催するのは、この庭が

気に入っていることもある。季節を感じさせる花や木、よく手入れされた石庭は、心を

和ませてくれる。 

 いつものように、まず私から前回(12月 4日)

第 11 回塾を振り返りながら、毎朝書いている

レポートから話題提供した。こうして塾でレポ

ートを報告すると、あらためて問題に気づくこ

とも多い。塾は貴重な報告・議論の場、刺激を

もらう場である。 

 朝早く書いた斎藤幸平さんのインタビュー、国家経済研究会

での報告、夢洲をめぐる動きなどを報告した。参加者から示唆

に富むコメントや文献紹介などがあった。残念ながら、参加者

は少なかったが、今回も多くのことを学ぶことができた。とく

に夢洲への大阪 IRカジノ誘致に話題が集中した。 

 今朝の大阪日日「潮騒」も、IR カジノについて問題を投げかけている。塾での議論

を思い出しながら紹介しておきたい。 

「これらの課題に解決の見通しがつかない場合は、事業実施に向けた最終的な判断が

できないということもあり得ると考えているが、公民連携して引き続き取り組んでいき

たい」。何とも歯切れの悪い言葉だが、普通に聴けば「課題の解決に見通しがつかなけ

れば事業実施できない」けれども「取り組んでいきたい」という意味だろう◆ 

 舞台は、大阪府と大阪市が開催しているカジノを含む統合型リゾート施設(IR)誘致事

業の説明会。冒頭の発言は事業実現の課題について、参加者から問われた担当者の回答

だ◆ 

 課題とは何か。説明資料には「新型コロナウイルス感染症が収束し、国内外の観光需

要の回復に見通しが立つこと」「土壌汚染・液状化等への適切な対応を含め、IR事業用

地の適性が確保できること」など 6項目が挙げられている◆ 

 土壌汚染や液状化の対策費用 790 億円は大阪市が単独で負担するスキームで、課題

解決の見通しが立たなければ市には巨額の負債が残ることになる◆ 

 他にも、IR 事業の中核である MGM とオリックスについて「投資実行に際しての深

刻な財務状況の悪化が生じていないこと」など行政の手の及ばない課題が多く、見切り

発車で進めるには市民のリスクがあまりにも大きすぎる。 

                              (2022年 1月 16日) 


